ラジオ④

１

日曜日の夜ケンにミオから電話が来た。
「久しぶり・・・」

「ああ、ミオか。最近仕事が忙しくてさ」

「なんか最近冷たいわね。電話くらいくれたっていいんじゃない・・・」

「ゴメン。勉強をしないといけないから、証券取引員の資格をとるので・・・」

「そう、でも時間が無いからって5分くらいはあるんじゃない・・・」

「うん、ゴメン。そうだよね」
「ケンは最近変わったわよね・・・」
「え、そんなこと無いよ」

「だって、前だったら明日のバレンタインデーの会う約束、ケンから連絡をくれたんじゃない」

「あ、ゴメン。でも会えると思うけど、仕事の様子で残業になるかも知れないし、ハッキリは約束できないから・・・」

「えっ? そうなの。手作りチョコ作ったのに」
「たぶん大丈夫だよ。夕方連絡するから」

「会社はまだ入ったばかりだし、仕事は大事だから仕方ないけれど・・・」

「まだまだ見習いだからさあ、言われたとおりにしないとさあ印象悪くなるし」

「それは分かるわ。でも夜中まで残業あるの?」
「8時とか9時には帰れると思うけど、遠くのお客さんのところに一緒に連れていかれると帰社は何時になるか僕には良く分からないんだよ」

「そう言う事なら仕方ないわね・・・」

「バイトみたいに自由がきかないからな」

「じゃあ、ケンの部屋で9時か10時くらいまで待ってるわね。それならいいでしょう。もし会えなくてもチョコは置いておくからね」
「ありがと、ミオ。せっかくのバレンタインデーなのにちゃんと約束できなくて」

「ううん、いいのよ。そう分かっていれば。ケンて割合、会社人間になるのかなあ」

「そんな大げさなことじゃあないよ。まだ入社したてだからどうしても会社に重点を置いちゃうのかもなあ」

「ケンをフォローしてくれる先輩がいるって言ってたけど、その人と営業に回るの」
ケンは思わずドキッとした。

「いや、それは分からない。色んな人の後に付いて勉強してるから」

「若い女性社員もいるんでしょう」

「あ、ああ。何人かいるよ」

「じゃあ明日もしかしてその人たちからチョコもらえるんじゃあないの」

ミオはケンに茶化す意味と謎をかけて言ってみた。

「・・・ど、どうかなあ・・・」

電話口のケンが何故か動揺したように感じた。

「あれ、本気で義理チョコを期待してるみたい」

「そんなことはないよ。もらったとしても義理は義理だからさあ」

「義理以上の意味のあるチョコは混じってないよね」

「何を心配してるんだよ。僕にはミオの手作りチョコがあれば充分さ」

「ほんと?」

「ああ、ほんとだよ。今までだってバイトさきから義理チョコもらって帰ってたじゃないか」

「うん、でも何か不安で。この間から寂しがり屋が続いてるのよ」
「僕のせいなんだろうなあ・・・」
「ゴメンね。新しい仕事が始まったばかりで、ケンも大変な時に・・・」

「僕は大丈夫だよ。そんなに無理はしてないから。ミオこそ気持ちを明るく持ってさあ、心配ばかりしないように」

「うん、そうだよね。ケンの気持ちに負担になったら悪いものね。でも明日はきっと会えるわよね。会いたいな」
「会えるよ、多分・・・」ケンは何故か”絶対”と言う言葉が出てこなかった。

２

バレンタインデーの夕方、ケンはミオに電話をいれた。

「ミオ、そっちはもう仕事は終わったの」

「うん、終わったよ」

「でさあ、昨夜話したようにやっぱり外回りに付いて行くことになってさあ、何時になるかよく分からないんだけど」

「・・・そう・・・なんだ・・・」

「家で待っててくれてもいいけど、無駄足になるかもしれないし・・・」

「ううん、待ってるから。でもケンはどうして待ってろって言ってくれないの・・・」

「だって、本当に何時に帰れるか見当もつかないから」

「前は、待ってろって言ってくれてたじゃない・・・」
「そうだけど・・・。何かさあバイトのままの方が良かったかなあ」

ケンはちょっと不貞腐れ気味に言った。そして続けた。

「今夜会えなければもう会えないわけじゃあないんだからさあ」

「・・・・・」

「僕に会いたいって気持ちは凄く嬉しいけど、そんなミオを見てると重く感じちゃうよ」

「・・・ケンにそこまで言われるなんて・・・悲しい・・・」

「ほら、それがいけないんだよ。前みたいに明るく楽しく行こうよ」
ミオの第六感が警報を鳴らしていたのだ。ケンが遠くに行ってしまうようで。

「私だけが会いたがってるようね。ケンは会いたくないの・・・」

「だからさあ、仕事だって言ってるじゃないか。会いたいのに決まってるだろう」

「だったら、何時まででもケンの家で待ってろって言ってよ」

「もう、さっきからこれじゃあ堂々巡りじゃないか!　もうこの辺で切るよ」

「怒らしちゃったわね、ゴメン。じゃあまたね・・・」

ケータイを置いたミオは少し疲れてた。あんなにわざわざ嫌われるようなシツコイ言い方をしなければ良かったと後悔していた。
　でも何か胸騒ぎがして仕方なかった。ケンの仕事の環境が変わったとは言え、また新入社員だとは言え、そんなに遅くまで仕事が本当にあるのだろうか。そんな人使いの荒い会社は逆に今後大丈夫なのか心配にすらなる。

　最近のケンは変わってきた。一寸した事から分かるのだ。気にし過ぎなのだろうか・・・。

綺麗にラッピングした手作りチョコが目に入った。丹精込めて作ったものだ。今日中に手渡したかった。
　フォトスタンドに入ってる写真のケンはいつもの優しい笑顔のままだ。付き合いだした頃のツーショットだった。片手を伸ばして撮った写真だったのでやや位置がずれてて2人の顔が横に寄ってしまってる。片側が変に空いていた。お互いの笑顔がいい写真だったので飾っていた。でも今こうして見てると空間が出来てるところに誰か忍び寄って来てしまうような感じにも見えてしまう・・・。
　チョコだけでも置いてこようか。多分今日はケンには会えない気がしていた。どうしても悪い方へ悪い方へ考えてしまう。本当に夜中まで仕事だったらケンに失礼なことになる。

疑ってる自分が悪いようにも思える。

　・・・・・いつの間にかミオは横になって寝てしまった・・・・・

気づくともう9時近くになっていた。少しゾクゾクしていた。寝冷えしてしまったようだ。ケンはまだ帰っていないだろうと思ったが、チョコを置いてきたかったので自分の車で出発した。途中ふと思い付いてケンとたまに行った夜景が綺麗な高台の駐車場に寄って行こうと思った。しかし行ってみて驚いた。満車だった。それもそうだ、今日はバレンタインデーだった。自分もチョコを届ける途中なのだ。ただ相手がいるかどうか分からないが。車と車の間をすり抜けて駐車場を出ようとしていた。
「あっ!」っとミオは思わず目を疑った。ライトに照らし出された車が見覚えのあるケンの車だった。間違いない。ナンバーも一緒だ。顔までははっきりとは当然分からなかったが２つの影があった・・・。

　胸が息苦しくなった。駐車場から出た所で左に寄って停まった。どうしよう・・・。でも何故か割合冷静だった。前から感じてた予感が現実になったと思う自分がしっかりと支えているようだった。ケータイにかけてみようか。でもそれも怖い。チョコはどうしよう。今更置いてきても悲しい。ケンが嘘をついた。どうして・・・。涙が溢れてきた。
